
                              

    「五感を通して考え方を育てる」 

 鳥取大学附属小学校 校長 土井康作 

 

本校の3年生の社会科の授業を参観する機会がありました。教科書に描かれている絵を読み取り、今と昔の生活を比較す

るという授業でした。その絵は、50年前にみた父の実家の生活そのものでした。子どもたちのすべての意見はタブレットパ

ソコンが使われ、大型モニターに映し出されていました。“子どもが手伝いをしている”、“おじいちゃんやおばあちゃんと住

んでいる”、“水がめやいろりがある”、“わらで作られた生活用品がある”などが書かれていました。中でも感心したのは、

「木やわらにみられるように身の回りの自然の素材でできている」という発言でした。わずか５０年くらいで、家庭で身の

回りの物を使ってものをつくる活動が減少したり、人と自然との関係が希薄になったりしていることにあらためて気づかさ

れました。学習はこの後、鳥取県立博物館などに出かけたり、わらを教室に持ち込んだりするなど、具体な物に触れる授業

へ発展させるとのことでした。「どんな匂い？」「どんな音？」「どんな感触？」など五感にうったえることによって、表現す

る言葉も豊かになり、さらには現代社会に対する見方や考え方もいっそう広がっていくだろうと期待がふくらみました。  

                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「尚徳」９月号 第５０３号  平成２６年９月３０日 

鳥取大学附属小学校 学校便り    

http://www.fuzoku.tottori-u.ac.jp/~fusho/ 

題字「尚徳」は，住川英明教授（地域学部） 

 

 

 

９月１２日（土）に、児童会が掲げた上記スローガンのもと、運動会 

を実施しました。 

各学年ごとの体育の時間の練習とは別に、各色別班ごとに分かれ、業 

間休憩や昼休憩にエール交換や応援合戦の練習も行ってきました。 

この色別班の活動をリーダーとしてまとめたのが６年生でした。応援 

の振り付けから曲の選択、下級生への指導など、たいへんだったかと思 

いますが、その重圧に負けることなく、みごとにやり遂げました。 

そして、６年生の思いにこたえ、心ひとつにエールや声援を送った下   【昼休憩の和太鼓クラブ自主練習】 

級生も立派だったと思います。 

また、この運動会に向けて、希望者による和太鼓クラブを結成し、昼食 

時のアトラクションとして和太鼓の演奏をしました。 

     自分自身が和太鼓の響きを楽しむとともに、運動会に来られた多くのお

客様に喜んでいただけるようにと、朝登校したらすぐに集まり練習してい

ました。指導する先生がいなくても、自分たちだけで声をかけ合って集合

し、自主練習している姿が毎日見られました。 

     勇ましい掛け声と太鼓のリズム…本番のすばらしさは、この日までの子 

                   どもたちのひたむきな取り組みの成果なのです。 

【 熱のこもった色別の応援合戦 】   子どもたちがまた一歩成長したと感じた運動会でした。 

「心ひとつに 仲間のために」…秋季大運動会実施！ 

 

 

１６日（木）県陸上大会（市予選突破選手） 

１日（水）合服移行期間～10/4          ２４日（金）研究大会前日準備（給食後下校） 

５日（日）第２回尚徳クリーン活動   ２５日（土）研究発表大会（詳細は、後日、保護者の方にお知らせします。） 

９日（木）前期終業式         ２７日（月）振替日（２５日の振り替えでお休み） 

１０日（金）集金引き落とし日       ２９日（水）市小教研研究発表大会（給食後下校） 

１５日（水）後期始業式・路線別児童会  ３０日（木）ふれあい遠足・弁当の日 

１０月の主な行事予定 

 

http://www.fuzoku.tottori-u.ac.jp/~fusho/


 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月２９日（月）に、附属小学校・中学校合同避難訓練を実施しました。 

今回は、地震を想定した避難訓練でした。 

 子どもたちは、放送と同時に机などの下に身を隠し、揺れが止まったら 

急いで避難場所の校庭に移動しました。 

 全員の所在を確認した後、土井校長先生から「お（押さない）・は（走ら 

ない）・し（しゃべらない）・も（もどらない）」の合言葉に込められた、避 

難時のルールの大切さについてお話を聞きました。 

 いざという時のため、しっかり意識し続けたいものです。         【 全員校庭に避難完了！ 】 

 小中合同避難訓練実施（地震） 

 

 

夏休み中に取り組んだ自由研究、工作、習字等の各種コンクールや鳥取市小学生陸上大会（９月２６日）の入賞者の

みなさんを紹介します。おめでとうございます。 

 夏休み中の各作品は、自分の興味・関心を大切にし、最後までよりよいものに仕上げようと努力した跡がうかがえる

力作ぞろいでした。また、陸上大会には、残暑にも負けず練習に取り組んだ５・６年の選手が参加しました。単に出場

するだけでなく、友達が競技する際には精一杯声援を送る姿が見られ、同じチームの一員として心を一つに参加してい

る姿がとてもすばらしく感じました。 

 

  

 

おめでとうございます【 夏休み自由研究（社会・科学）・工作・習字）・市小学校陸上大会 】 

鳥取市夏休み児童生徒社会科作品展 

優秀賞 ３年 陶山心春  ４年 檀床彩弥香 

    ５年 白石萌栞  ６年 田村晴吾 

東部地区子ども造形展 

入賞 １年 髙越潤   ２年 田川華 

   ３年 山根京子  ４年 伊木将起 

   ４年 大林泰菜  ６年 酒本陽世 

   ６年 白築隆誠 

 

鳥取市夏休み児童生徒科学作品展 

 優秀賞 １年 松田実緒   ２年 田川華 

     ３年 井上絢翔   ４年 橋本花恋 

     ５年 杉野舞佳   ６年 縄田岳史 

ようこそ書道コンクール 

鳥取県書写書道教育研究会長賞４年 田村諒太 

 優秀賞 ３年 前田向日葵 

 金賞  １年 中村香英  ３年 青木大空 

     ４年 江谷美咲 

 銀賞  ５年 水野愛唯 

 佳作  ３年 井上絢翔  ３年 戸田結子 

     ３年 松本紗可  ５年 中島諒子 

     ６年 神崎優乃  ６年 山根杏由子 

     

  

 

鳥取市小学校陸上大会結果 

（県大会出場入賞者 大会新記録は記録掲載） 

 ※１０月１６日（木）に行われる県小学校運動記録会に出場

します。 

 第１位  ５年男子１００ｍ 13”10（大会新）山口大凱 

      ５年男子４００ｍリレー 55”72（大会新） 

       山口大凱 本多礼旺   

竹本昌人 山田遼太郎 

 第２位  ５年女子１００ｍ 水野愛唯 

      ５年男子８００ｍ 竹本昌人 

      ５年男子走幅跳び  山田遼太郎 

      ６年男子走り幅跳び 古志啓真 

      ６年女子走り高跳び 荒木万弥 

 第３位  ６年女子６００ｍ 米本颯来 

      ６年男児走り高跳び 原田芳誠 

 第５位  ５年女子走り幅跳び 芦谷悦子 

      ６年女子４００ｍリレー 

       丸橋美緒 田中すず 

       米本颯来 川村希乃香 

 第９位  ５年女子ボール投げ 秋里三実 

 第１０位 ６年女子１００ｍ  田中すず 

 第１２位 ６年男子ボール投げ 中本太一 

 

先日、鳥取市ＰＴＡバレーに向けた本校女子チームの練習試合を見学したときのことでし

た。監督さんの選手にかける言葉が、「もうすこし、やわらかくトスを上げて」「いけるよ。 

いけるよ。自信もって。」と、しっとりと選手を包み込む、実に味のあるものでした。内心は、焦る気持ちもあるはずな

のに、少しも態度や表情に出ません。選手も監督の言葉にしっかりとうなずいて次のプレーに集中しています。 

 これは、指導者としての力量の高さを物語っていると思います。安易に怒鳴ったり、厳しく指摘するのではなく、落

ち着いて諭すように伝えているのです。 

 子どもたちの指導の場に立つ教員としても、子育てをする親としてもこうありたいものだと改めて感じました。 

   

 

指導者の力量とは 


